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出席者(委員）

開催場所

川田会長、吉田副会長、橋本委員、南波委員、辻井委員 

学校運営協議会　議事録

府立淀川工科高等学校

駒井　知一

開催日時 令和５年７月６日（木） 15:00～17:15　　

出席者(学校） 駒井校長、三谷教頭、福井事務長、林首席、三谷首席、奥平首席他16名

傍聴者 なし

（１）スクールミッション・スクールポリシーについて
・カリキュラムポリシーに「グローバル」という言葉が入っていないので、入れたほうが良い。
　アドミッションポリシー　４）で、「様々な」ではせっかく頑張っている、大切にしていることが伝わりにくいので、「資格取得
等様々な」にしたほうが良い
　　→ご指摘いただいたように変更したいと思います。

（２）学校経営計画について
 ・ｐ４．確かな学力の育成と授業改善（２）アについて、キャリアパスポートについてどう活用されているか。
　　→実際のところは各学年で取り組んでもらっている。
・デジタル化対応についてどうされているか。
　　→スマートスクール予算で１０００万円導入した。
・ｐ６．信頼される魅力ある学校づくり（１）イについて、地域との連携で中学校との連携はどのようなことをされているか。
　　→出前授業で取り組んでいる。今後もっと充実させ、やっていきたい。
・導入された機械で、各工科高校との連携は何かされているか。
　　→各学校ごとで完結している。工科９校の横のつながりはない。
・学校の門を生徒が飛び出してくる、自転車で左側通行せずに逆行してくるので、注意して欲しい。
　夜遅くまで部活動されているのを見かけるが学校として良いのか。
　　→注意します。
　　　大会や本番前で、どうしても遅くなってしまっている。

（３）令和５年度　各分掌の取り組みの状況
・ｐ10．授業見学について、案内は在籍生徒10名以上の中学校でないとダメなのか。
　　→ダメではないが、比較的大勢の生徒が入学している中学に案内している。コロナの影響で実施を始めた。中学校の
教員にも工科高校を知ってもらうために実施している。
・ｐ12．教育相談について、来室生徒数で男子生徒が多いのはなぜか。
　　→この年たまたまである。例年は女子生徒の方が多い。
・支援が必要な生徒への対応で、他の先生方との情報共有の仕方は。個別の指導計画はどうされているか。
　　→ライフサポートカードからの読み取りや保護者面談を実施して得た情報を、記号化し整理したものをクローズネット
内で見ていただいてから新学年の授業に行っていただいている。個別の指導計画を作成する生徒がいない。過去には１
名作成した生徒はいたが。

・スクールミッション、スクールポリシーについて
・令和５年度　学校経営計画
・令和５年度　各分掌の取り組みの状況
・令和５年度　各科・系の取り組みの状況
協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料 令和５年度 学校経営計画、他各分掌・各科系からの報告等
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（４）令和５年度　各科・系の取り組みの状況
・工学系では探求は実施しているか。
　　→課題研究のみで実施している。
・電気系のＡＩロボットでは、どのようなことをされているのか。
　　→パイソン言語を使用し、カメラ等を活用して実施している。３年生（来年度）ではアームロボットを使って実施したい。
・工学系で文系進学の生徒が10％いるのはなぜか。
　　→吹奏楽部の生徒が多く在籍し、芸術や経済・経営に進学する生徒がいる。
（５）その他
・他府県からの受験は出来ないのか？
　→工科高校については実施していない。
・志願者の定員割れに対して
　→特別選抜（前期選抜）に戻せないかと校長会から要望をしているが、現在のところは変更できないと回答された。

次回の会議日程


